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<2010 年 4 月 1 日改訂> 
社団法人 日本塑性加工学会 

 
 本要領は日本塑性加工学会会誌「塑性と加工」に論文

等原稿を投稿する場合の，必要な書類の作成方法および

原稿の体裁，書き方などについての基準を示したもので

ある．原則として，採択された原稿は付録1の方法に従

い，WORD ファイルおよびそれより作成された PDF に

て正原稿を提出して頂きます．WORD の出力がそのまま

印刷されるとともに，また WORD ファイルを用いて書

誌情報ファイルを作成しますので，初稿の段階から本要

領の基準を厳守してください．原稿の執筆に当たっては， 
当会ホームページよりダウンロードした論文投稿原稿

テンプレート WORD 版の最新版を使用するとともに，

必ず和文原稿見本に記入された指示に従ってください． 
  

1. 論文原稿の基本書式 

 原稿全体を通しての基本書式を表 1 に示す（例外，詳

細については 2 以下に記す）．全ページの左右余白に論

文投稿原稿テンプレート WORD 版のような行スケール

を貼り付ける． 

表 1 基本書式 
用紙サイズ，

マージン等 
A4白紙，上下左右とも20 mm，全角26
字×54 行×2 段組・段間 6〜8 mm  

構成 表題・著者，同英文，英文概要，キーワ

ード，本文，参考文献 

使用文字 
フォント 

和文：MS明朝 
英文：Times New Roman 
ギリシャ文字：Symbol 
本文文字サイズ： 9 pt 

句読点 ‘，’ （カンマ）と ‘．’（ピリオド） を使用 

図表の配置・

解像度 

本文中の説明記述箇所近くに割付け．

本文との間に 1 行程度の余白を空け

る． 
ファイルに挿入する図表の解像度は

300 dpi〜600 dpi とする． 

2. スタイルの設定 

 書式を整えると同時に，書誌情報を抽出する作業のた

めに，原稿の各部分に表 2 に示す“スタイル”が適用さ

れている事が必要である．ここで“スタイル”とは

Microsoft Word の機能で，段落に対して設定されたフォ

ント，インデント，タブなどの書式に名前を付けて登録

したものである．表 2 の各スタイルは論文投稿原稿テン

プレート WORD 版にてすでに定義・登録されている．

このテンプレートを使用し，既設定の書式を崩さないよ

うに注意して文字を置き換えれば，スタイルは適正に設

定されるはずであるが，＊印のついているものについて

は，投稿時に再度スタイル名が規定通り設定されている

か確認する．なおスタイルそのものの定義は変更しない

こと． 
 

表 2 適用するスタイル名 
＊ 和文表題1行目 001-Jタイトル（1行目） 
＊ 和文表題2行目 002-Jタイトル（2行目） 
＊ 和文副題 003-Jサブタイトル 
＊ 和文著者名 004-J著者名 
＊ 英文表題1行目 005-Eタイトル（1行目） 
＊ 英文表題2行目 006-Eタイトル（2行目） 
＊ 英文副題 007-Eサブタイトル 
＊ 英文著者名 008-E著者名 
＊ アブストラクト 010-E-abstract 
＊ キーワード見出し 011-Keyword (文字) (文字)  
＊ キーワード本文 012-Keyword 
 章見出し数字 020-本文見出し数字 
 章見出し文 021-本文見出し-文 
 節見出し数字 035-本文節見出し数字 
 節見出し文 036-本文節見出し-文 
 本文 031-本文1-0 
 図表のタイトル 038-Fig-文 
＊ 参考文献見出し 022-本文見出し-参考文献 
＊ 参考文献 039-参考文献-文 
＊ 著者所属1行目 050-所属1行目 
＊ 著者所属2行目以降 051-所属2行目以降 

 （*は書誌情報抽出の作業のために，設定されていることが必

須であるスタイル） 

3. 表題部，アブストラクト，キーワード 

 原則として，テンプレート「論文投稿原稿テンプレー

ト WORD 版」を用い，既設定の書式を崩さないように

注意して文字を置き換える．その上で，和文原稿見本通

りの書式，表2のスタイルになっていることを確認する． 
 3. 1 表題 
 表題は，原稿の内容，特徴を端的に表したものとする．

必要に応じて副題を付けることもできるが，副題があっ

ても，主題は単独で上記表題の要件を満たさなければな

らない． 
 副題をつける場合は，原稿の内容を具体的に示すもの

を主題とし，大きな内容を副題とする．例えば連報の場

合，一連の論文に共通のテーマを副題とし，個々の論文

の特徴を示すものを主題とする． 
表題の書式は和文原稿見本に従い，表 2 のスタイルを

設定する． 
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3. 2 著者 
連名の場合は，1 行 3 名以内とする．著者の第一責任

者（筆頭者）は，本会会員でなければならない．書式は

和文原稿見本に従い，表 2のスタイルを設定する．著者

名の右肩には「*」を付し脚注に所属を記す．ただし，現

在の勤務場所が研究実施場所と異なる場合は両所を併

記する． 
[例] A大学大学院工学研究科，郵便番号 住所 

   現在：B(株)技術部研究課，郵便番号 住所 
 3. 3 表題・著者の英文 
 和文と意味・内容が一致する英文表題および英文著者

名を併記する．書式は和文原稿見本に従い，表 2のスタ

イルを設定する． 
 3. 4 Materials Transactions（MT）誌からの再録論文 

MT 誌に掲載された論文の和訳再録論文の場合には，

第 1 ページ脚注に「この論文は，Materials Transactions, 
46-3 (2005), 17-21.に掲載されたものの和文である．」のよ

うに記載する．書式は和文原稿見本の脚注の書式に準じ

る． 

4. 英文要旨 

4. 1 英文要旨の目的 
 日本語を読むことができない外国人研究者に，論文等

の内容を伝えるために設けられたものである．学術情報

伝達に役立つよう，得られた結論の要約を含むものとし，

データベースにそのまま収録できるようにする． 
4. 2 構成 

 研究対象とその範囲，手段や方法，得られた新たな知

見とその解釈，結論の順に書くのが望ましい． 
4. 3 注意 

 表題の単なる繰返しは避ける．図表，式の引用も避け

る．式を記載した方が簡潔に内容を表現できるときは，

記号の意味を明記したうえで文中に改行せずに記載す

る．また，文献の引用もできるだけ避けた方がよいが，

やむを得ず引用する場合は [Johnson, W.  et al.:Sheet 
Metal Indust., 24-146 (1955), 325-329.] のように文中に角

括弧書きで記載する． 
4. 4 語数，書式他 

 英文要旨の書式は和文原稿見本に従い，表 2のスタイ

ルを設定する（論文・総説論文：200 語以内・速報論文・

技術速報：150 語以内）．また，要旨の和訳をつける（投

稿規定の表 2 参照）． 

5. キーワード 

5. 1 キーワードの目的 
 論文内容で検索できるようにするとともに，それだけ

で大まかな内容（材料，加工法，手法など）が推察でき

るようにすること． 
5. 2 キーワードの選定 

(1) 英語で 10 用語以内とする． 
(2) 原則として，指定キーワード集（付録2 参照）の表

1，表 2 からそれぞれ 1 用語以上選ぶ． 

(3) 少なくとも，いずれかの表の大キーワードが一つ入

るようにする． 
(4) 材料，加工温度等を示す単語を各加工法の接頭語と

して用いてよい． 
 [例] metal injection molding, warm forging, cold roll 

forming, impact extrusion 
(5) 大キーワードに属する中・小キーワード欄内に目的

の用語が見つからない場合は，他の大キーワードの

中・小キーワード欄を参照のこと． 
[例] チューブフォーミングとしてのバルジ成形  

(bulge forming) は，板材成形の中キーワード欄内に

見付けることができる． 
(6) 付録2 の表 1，表 2 に見付けることができない用語

をキーワードとして用いる場合には，「塑性加工標準

用語集」，「塑性加工用語辞典」などを参照のこと． 
5. 3 キーワードの記入方法 

(1) 英文要旨の下に 1 行あけて，Key□words:□（□ は半角

スペース）とし，その後に続けて書く． 
(2) 加工法分類のキーワードを先頭にして書くことが望

ましい．ただし，大中小キーワードの優先順位はない． 
(3) キーワードの書式は和文原稿見本に従い，表 2 のス

タイルを設定する． 

6. 本 文 

6. 1 見出し 
(1) 章，節の見出しの字体，文字サイズ，文字スタイル

（太字，斜体など）は和文原稿見本に従い，表 2 のス

タイルを設定する． 
(2) 節以下の小見出しは，(1)，(2)，･･･，あるいは (a)，

(b)，・・・のように( )でくくって行の左端から書き，

改行せずに全角 1 文字あけて文章を書き出す． 
6. 2 文体 
現代仮名づかいによる簡潔な口語体とし，漢字の字種，

音訓，送りがなは常用漢字表に従う． 
 6. 3 句読点 
読点は「，」を，句点は「．」を用いる． 

 6. 4 術語 
術語は「塑性加工標準用語集」，「塑性加工用語辞典」，

学術用語集，JIS などの標準用語を用いることを原則と

する．外国の人名，会社名，書籍などは原則として原つ

づりとするが，一般化された術語は，カタカナ書きとす

る． 
6. 5 字体等 

(1) 字体 本文，Fig. 1，Table 1，数式などの字体，文字

サイズ，文字スタイル（太字，斜体など）は和文原稿

見本に従う．また表 2 のスタイルを設定する． 
(2) 斜体と立体の使い分け 代数記号は斜体（イタリッ

ク）とし，単位記号，演算子は立体（標準体）とする． 
(3) 文字・記号 数式記号，量記号，単位記号などは，

できるだけ最近の学術誌，JIS 等で一般に用いられて

いるものを用いる．単位については SI 単位（付録3
参照）を原則とする．また，類似した文字・記号のタ

イプミスのないよう注意するとともに，読者が読み違
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えないように配慮する． 

(4) 文字間隔 標準間隔を原則とするが，文字がくっつ

いたり間合いが空き過ぎたりして見づらいときは，適

宜間隔を調整する． 
(5) 本文中の数式（改行しない場合） 

1/4，(a2 + b2)1/2 / cos 2θ，exp (xi) のように 1 行に記述す

る．また，2 段の添え字，指数の添え字は避ける．数

式エディタで作成した数式を行内に挿入してもよい

が，規定の文字サイズになるよう縮尺を調整するとと

もに行間隔が狂わないようにする（√，傍点などの使

用で行間が広がるときは，固定値の 13.45 pt にすると

よい）． 
6. 6 数式（行を改める場合） 

(1) 重要な式，複雑な式，後で引用したい式などは，和

文原稿見本に従い改行して式番（通し番号）を付す．

本文中で数式を引用するときは式(1)，式(2)のように記

す．  

(2) 原則，数式エディタを使用して作成する．数式エデ

ィタにおける文字サイズは表 3 の値を標準とし，適宜

見やすいように調整する． 
 

表 3 数式エディタで使用する文字サイズ 
標準 9 pt 
上付き/下付き文字（メイン） 7 pt 
上付き/下付き文字（サブ） 7 pt 
シンボル 18 pt 
シンボル文字（サブ） 8 pt 

 
(3) =，＋，－ などの前後は適当な間隔をあけて見やす

くすることが望ましい． 

7. 図表（付録4参照） 

7. 1 図表のタイトル 
図（写真を含む）のタイトルは図の下に，表のタイト

ルは表の上に書く．図表のタイトルは，先頭に Fig. 1，
Fig. 2，Table 1，Table 2 のように太文字（Bold）でそれ

ぞれ通し番号を付け，その後に半角 2～3 文字分あけて書

き，2 行目以降は和文原稿見本程度のぶら下げインデン

トとする．タイトルの末尾にはピリオドは付けない．表

2 のスタイルを設定する．図表のタイトルは，本文を読

まなくてもそれだけで図表の表しているものを理解でき

なければならない． 
7. 2 図表中の文字，記号，線など 

(1) 図表およびそのタイトルはすべて英語表記とし，単

独で日本語のわからない外国人にも理解できるように

する（条件などの記入）．すなわち，アブストラクトと

図表だけ（場合によっては数式を含む）で論文の全容

がわかるようにする． 
(2) 図表中の文字サイズは本文と同一かやや小さめ（7
～9 pt）とし，記号（○，△など）も十分判別できる

大きさにする．特に，縮小した図を貼り付けるときは，

文字，記号，線などが小さくまたは細くなり過ぎない

ように注意する（付録4 参照）．グラフや表の外枠は

0.5pt，内枠は 03.pt程度とし印刷時に消えないようにす

る． 
(3) 文字・記号のフォントやスタイル，単位などは本文

に合わせ（基本は SI 単位），全体として統一のとれた

ものにする． 
(4) グラフの座標軸の説明は付録4 や和文原稿見本のよ

うに座標軸に沿って横書きとし，単位表記には，‘/ ’
（スラッシュ）または “[ ] ”（角括弧）を用いる．‘/ ’
の場合はその重複を避け，例えば “/m･s-1”のように指

数表記にする． 
7. 3 図表の解像度 
挿入する図表のデータは鮮明なものを使用し，解像度

は 300〜600 dpiとする．コピー＆ペーストを用いて挿入

すると低い解像度となる場合があるため，注意する． 
7. 4 カラーの原図からの変換 
図表はモノクロを原則とし，カラーのグラフなどをモ

ノクロに変換する場合は，明瞭かつ必要な情報が明確に

判別できるよう表現を工夫する．掲載時にモノクロの場

合は投稿原稿もモノクロのこと．なお，追加料金の自己

負担によってカラーの使用も可能である． 
7. 5 図表の配置 
図表の幅は原則として左右の段幅以内とし，なるべく

本文中のその図の説明記述箇所近くに配置する．また，

和文原稿見本のように段内でセンタリングし，本文との

間は 1 行程度あける． 
7. 6 寸法の表記 
図への寸法記入法などは JIS に従い，顕微鏡写真など

サイズを明確にする必要のあるものには基準寸法（スケ

ール）を挿入する（和文原稿見本参照）．  
7. 7 他の著作物からの図表の転載 
他の著作物から図表などを転載する場合には，本文お

よび図表タイトルの末尾に引用文献を明記する．この場

合，自著の場合を含めて，原著者および発行者の転載許

可を得る． 

8. 脚 注 

脚注は本文に *1，*2 などの記号を使って表示し，論

文投稿原稿テンプレート WORD 版，和文原稿見本に習

って当該ページの下部に書く． 

9. 参考文献 

9. 1 文献の番号 
 文献は通し番号とし，本文の引用箇所には右肩に 1),2)，
6)~8) のように小かっこを付して番号を記入する（和文

原稿見本参照）． 
 9. 2 未公表文献 
 一般に公表されていない文献は原則として引用しない．

やむを得ず引用する場合は脚注とする． 
 9. 3 投稿中の文献 
 投稿された論文が掲載される会誌発行時において，下

記 9. 5 の文献記載形式（巻・号・ページが確定されてい

ること）を満たさない文献は引用しない． 
 9. 4 引用上の注意 
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 文献を引用するに当たっては，その趣旨と引用範囲を

明確にする． 
 9. 5 文献の記載形式 
 引用する文献の出典は原稿の末尾にまとめて記載する．

文献の記載形式は次の通りとする（和文原稿見本も参照

せよ）．また表 2 のスタイルを設定する． 
(1) 雑誌の場合  文献番号) 著者名[全員]：雑誌名, 巻-

号(西暦発行年), 開始ページ-終了ページ. (巻はフォ

ントのスタイルを太字にする) 
［例］ 
1) 青山越夫：塑性と加工, 11-108 (1970), 673-677. 
2) 青山越夫・鈴木文男：塑性と加工，20-222 (1979)，
620-624. 
 （和文著者名は中点で区切る，最後にピリオド） 
3) 伊藤忠：日本機械学会論文集Ａ編, 50-458 (1984), 
1732-1736. 
4) Sowerby, R., Johnson, W. & Samanta, S. K.：Int. J. Mech. 

Sci., 10-3 (1968), 231-235. 
 （Family name が先，','，'.'，'&' の用法に注意する） 
5) Hill, S.：Int.J.Mech.Sci., 12-5 (1970), 402-406. 
(2) 講演論文集などの場合  文献番号) 著者名[全員]：

講演論文集名，巻(1 巻のみの場合は不要)(西暦発行

年), 開始ページ-終了ページ. 
［例］ 
1) 青山越夫・田中一郎・佐藤孝：第 20 回塑性加工連合

講演会講演論文集，(1969), 250-253. 
2) 青山越夫：平成3年度塑性加工春季講演会講演論文集, 
(1991), 250-253. 
3) Wilson, W. R. D.：Adv. Technol. Plast. 1990, (1990), 
1667-1670. 
(3) 書籍の場合  文献番号) 著者名[全員]：書名，巻(1

巻のみの場合は不要)(西暦発行年)，引用開始ページ-
終了ページ，発行所． 

［例］ 
1) 青山越夫：応用塑性学, (1969), 250-260, 塑性社. 
2) Prager, W.：Theory of Plasticity, 1, (1951), 264-274, 

Pergamon Press. 
3) ブリューゲ, Ｗ. 著・堀守夫訳：粘弾性学, (1975), 66-76, 
大門館. 

 
 9. 6 略記法 
日本語誌名を和文原稿において記述する場合は，原則

として略記せず正式誌名で表記する．止むを得ず略記す

るときは付録５に従う．付録にない誌名は略記しない．

欧文誌名については，ISSN 国際センターが作成する目録

マニュアル「ISSN Manual. Cataloguing Part」と略語表

「List of Title Word Abbreviations(LTWA)」に従い略記する． 
日本語誌名を英文原稿において記述する場合は正式

誌名をローマ書きとする．ただし，欧文誌名を持つとき

は，欧文誌名を使い，LTWA に従い略記する（付録６参

照）． 
原則として通称は使用せず，Proceedings などで別途正

式名称があるものは正式名称を使用する．ただし，認知

度が極めて高い雑誌は例外として使用してよい． 
参考：「List of Title World Abbreviations(LTWA)」は ISSN
国際センターのホームページの「LTWA online」から参照

できる．和文誌の欧文誌名は国立国会図書館（ISSN 日本

センター）のホームページの「日本科学技術逐次刊行物

総覧」より検索できる（2008.12.15 現在）． 

10. 付 録 

論文の主張の展開と比較的関係の薄い事項，例えば数

式の誘導，実験装置の詳細な説明などは付録として末尾

に載せることができる．ただし，規定ページ数には付録

も含まれる． 
付録中の数式，図表の番号のつけ方は付録の中だけの

通し番号とし，書き方は(A-1)，Fig. A-1, Table A-1 のよう

にする． 
付録中の新たな参考文献は脚注とする． 

11. 最終ページの余白の処理 

採択後の最終原稿において，最終ページに余白ができ

る場合は 2 段均等に割り付ける． 

12. 英文論文の投稿 

 英文原稿のレイアウトや設定スタイル等は和文原稿に

準じる（54 行×2 段組，Times New Roman）．ただし，各

段の左右端をそろえる．付録 12 の英文投稿マニュアルお

よび付録 11 の原稿見本参照． 

13. 投稿時のチェック 

チェックリストに従って原稿を見直してから投稿す

る．これは校閲の際の参考にもされる．チェックリスト

をはじめ，投稿時に必要な書類（投稿規定 の表 2）は，

http://www.jstp.jp/jp08/journal.phpからダウンロードできる． 
校閲運営委員会が原稿として不適切と判断したとき

には修正を求めることがある．

 
   
 

http://wwwr.jstp.or.jp/updata/sample.pdf
http://wwwr.jstp.or.jp/updata/toukoukitei_e.pdf
http://wwwr.jstp.or.jp/updata/sample_e.pdf
http://www.jstp.jp/jp08/journal.php

